




  筋強直性ジストロフィー症に関する電気生理学的、生化学的ならびに形態学

的な面からの研究は数多くなされているが、その発生病理は未だ不明な点が多

い。本症に特有なミオトニアは電気生理学的な面から現象としては捕えている

が、その本質が解明されたとはいえない。また電子顕微鏡学の最近の進歩はめ

ざましいものがあるが、ミオトニアを形態学的こ具象することは難しい。

  われわれはかかる病因を探ることを究極的な目標として、その手掛りを得る

べく本症患者からの生検筋を光顕ならびに電顕による形態学的な面、および酵

素化学的な面から検討を加えた。特に進行性筋ジストロフィー症と筋強直性ジ

ストロフィー症との対比を試みた。


